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遠地地震震央決定用大地球儀の試作
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遠地地震震央決定のためには従来ステレオ地闘を用ゐる習慣になってゐた。と匂国法は球面上。

国:を平面上に固として投射するので，かう言ふ目的には比較的遁してゐたのであるが，寅際に使用

吉清内も木闘作

してみるとなかなか厄介たものである。と言ふりは観測黙の緯度並びに共庭の初期微動時間(P--S)

の大きさにより，震央距離rもその中心。づれdも一々計算し‘てをかなければならないしも rと

とご重手間がか Lるのでそれだけ誤差も入り得る。特に深護地震であるとー唐複雑で，資際にやっ
〆/

てみると現業用。作業としては大愛厄介なものであるとどが分る。

本間E作技師はとり不便を除くために大きた地球儀を使用するIごとを提唱された。それは製作上

の困難から現今まづ作bれ宇に居たのである。しかし最近その、方面の技術もなかなか進歩し，大き

な地球儀の製作も可能になって来たので，今回中央気象墓でその試作をと Lろみたのである。

1:>-以下その設計φ大要を述

ある。~径 50cm にしたの

は震央距離の計算に非常に

は木である。中心角'20.0位

列島も大東亜共栄圏全部，

シペリ7も入るから便利で、

宇筏 ;~:Ocmの球帽で、材料

にじてをくと，東京を中心

にじて北極もアリ{シャン

べる。

便利であるからである。勿

論とれは任意の大きさでよいわけである。極が入。てゐる停で緯線を引く時に非常に便利である。

震央距離はコンパスを用ゐて描く。従クてその宇径と P--Sとの関係は計算してをかなければな

らない。今一般の場合を求めるととにずる。
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求むる旨ンダミスD宇径をDとずれぽー第一園φ如〈球。宇径をR，P---S による震央角距離dとし，

Dニ 2R出会，

故に色々た震源。深さくH)及びP--Sにクき sin会ーを求めてをけばよいととになる。よクて J.

B. ~Iac_elw仰の走時表を資に si112D表をか L げん

sin会の表
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00r.::; 0.3256 0;3470 0.3584 0.3671 0.3746 
10 0.3362 0.3592 0.3697 0.3803 0.3884 
20 0.3502 0.3722 0.3827 0~3923 0.3995 
30 0.3533 0.860 0.3948 0.051 0.4147 
40 0.3770 0.4003 0.4107 0.4187 0.4266 
50 0:3891 0.4115 0.4226 0.4313 0.4407 
00 0.4019 0.4250 Q.4384 0.44人2 0.4540 
10 0.4163 0.4376 0.4509 0.4571 0.4.ニ72
20 0.4282 0.4485 0.4617 0.，703 0.4795 
::.0 0.4400 0.4う17 0.4741 0.4818 0.4917 
40 0.4540 0.4741 0.4848 0.4947 0.5045 
50 0.4640 0.4848 0.4955 0.5090 0.5195 
00 0.4780 0.5000 . 0.50ろ8 0.5218 0.5329 
10 0.4902 0.5105 0.5225 0.5336 0.5469 
20 .、 0.5015 0.5233 05348 0.5476 0.560， 
~O -0:-5135 0.5388 0.5505 0.5ぅ28 0.5758 
40 0.5240 0.5542 0.5657 0.5772 0.5878 
50 0.5381 0.5678 0.5814 /0.5892 0.5990 
00 0.5527 0.5836 0.5927 0.6032 0.6136 
10 0.5671 0.5955 0.6081 O. 157 0.6260 
20 0.5800 O~ 081 0.6191 0.6293 
こ0 0.5916 0.6204 

40 0.6046 

50 0.6191 
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0.0907 

0.1010 

0.1115 

0.1228 

0.1331 

0.1443 
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3m 00__ 0.1625 0.11'50 0.1650 o 167o 
10 0.1728 0.1753 0.1771 。竺1788
20 0.1814 0.1839 0.1874 0.1908 

;0 0.1891 0.1925 0.1977 0.208 

-' 。 40 0.1985 0 .20~7 0.~079 02147 

50 0.2114 0.2147 0.2215 02284 
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6
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20 0.4083 0.4163 0.4242、 0.4258 

ごO 0.4210 0.4289 0.4353 0.4283 

40 0.4036 0.4407 "0.4478 0.45240 

---50 0.4454 0.4524 0.4610 0.4672 

7
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10 0.<725 0.4818 0.4894. 04970 

20 0.4864 0.4947 0.502J 0.5098 

30 0.5000 - 0.5090 0.5141 0.5255 

.t;0 0.5135 '0.52~3 0.5314 0.5417 

50 0.52eO 0.53';8 0~5476 ぃ 05556

8m 00 0.5446 0.5534 0.5f06 ， 0.5693. 

10 0.5578、 0.5678 0:5743 0.5814 

20 0.5700 0.5807 0.5864 0.5920 

~O 0.5836 0.5916 0.5977 O.e.O.:.s. 

40 0.59 2 0:6'025 0.6109 0.6157 

εo 0.6074 0.6157 0.6232 0.6421 

9
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とのイ直に2Rを掛けてDを求めるので， Rを50cmとレ亡をくと100emを掛けるととになり簡単に D

を求めるととが出来る。

:xに工作上り注意を中央気象牽工作謀木工掛の谷口五一氏に伺がふ。木材は繊維が疎のため，常

'に狂びやすく正確を必要とする製品には使用製作困難であって特に地球儀にはその感が深い。ーまて2

て如何にヱ作をすれば狂~を最小限度にて止め得るかを思考し，木材中でも涯ひの少ない針葉樹を
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選び， • t易度少たき木材。心材部を使用してヱ舎ずべきである。
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材料としては，必や心材部を用ゐ，成長11慎直主主繊維を有する事，木理は材遅に封してー封十五以

上の傾斜度たき事，年愉は結なる事，その外干割，目廻，節，入皮，ブテ，ヤニ査， クサレ，胸打

及びモメ，虫喰等のないものが必要である。
/' 

製作順序 1.製作前現園を書き共

、の大きさを知り，作らうとする板。

厚さで、第ご国主の部分を等分する。

2.現園を書き等分を終った後，一等

分毎に第ご国Bの様な現型を取るつ

3.現型にて用意せし板にスミをたし

て製材する。.J.第二国Dは帆立であ

る。とれは丸い板に八等分に立てる

5.製材した板はDの聞に第ご園Cv・

様に一枚一枚謬着料を着け，釘付，

組立，積重ねて行く。組立を終れぽ

後は丸く削り取るのみであクて荒削

より漸弐仕上げて行く。

塗窓仕去 出来上った地球儀を先

づサンドベ{パ{で磨く。共土一面

に目。疎たキii又は日本紙を張る。，糊

の乾燥を待クて厚く共上にカセイン

糊を塗り，乾燥後丸く磨き上げる。

後は任意φ色に塗料を吹付けるので

第三園

時 q

B 

あるが，仕上りまで、三回以上行ふb との時一回毎に必宇ペ【ノミ{にて磨きムラをなくしj骨らかにす

る。塗り終クた後は乾燥を待ち細いぺ(ノミ{にて磨き上げ仕上げるのである。

との上に地園を書くのであるが，先づ遁首に北極りイ立置を決めて，それを中心にして緯線を引く

と‘とが出来る。緯線が出来たら径線を51くととが出来る。かくし‘て抽園を作るととが出来るが，か

う言ふ仕事は総て本塞製国謀。木内清吉氏θ手をわやらはせた。

:その出来上りは第三園である。第四闘はとれを用ゐる時D コンぷスの牟径を示すものである。

移りに臨みとれ等o仕事に従事並びに御協力下さクた各位に深く感謝し，本稿。挿蚤を製闘して

頂いた高見良枝嬢にはと%に記して厚く街聴申し上げま-ず。 一昭和十七年八月八日一
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